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インターバンクの声 （2014 年 10 月 22 日） 
 

ちょうど一週間ほど前の１０月１５日に１０５円前半まで値下がりが進んだ

ドル円相場は、世界各国の株式市場の不安定な動きと落ち着き難い金利状況

も相俟って、そう簡単にそれまでの円安バイアスが掛かった相場に戻ってく

れない。まだ２ヵ月以上も残っているにも関わらず、市場でも年内は１０月

はじめに付けた１１０円台の高値を超えることはないだろうとの声も聞こえ

始めている。ユーロ圏経済の弱さがいよいよもって明らかになりつつあり、

９％近い成長を続けていた中国の成長率も７％台半まで落ち込んで来たのを

見れば、ドル買いに安心感がでるのは自然に思えるが、肝心の米金利がなか

なか上昇に転じないことに不安感があるせいだろう。来週の米連邦公開市場

委員会（FOMC）の成り行きが大きく影響することになりそうだが、一人勝ち

だろうが何だろうが米経済の堅調さの継続と金利上昇が何と言っても物を言

いそうだ。今週中は１０６円台後半や１０７円前半に上昇しては利食いに押

されてドルが売られる相場展開が続きそうな気配だ。 
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